































































































































































































































































































































































































































































































































　①犬を「むすぶ」　　　　　　　　　　犬を「つなぐ」   
　②手を「むすぶ」　　　　　　　　　　手を「つなぐ」 
　・意味を考えて文章にしてみよう
　①その日二人は「むすばれた」　　　　　その日二人は「つながれた」 
　②ことばを「むすぶ」　　　　　　　　　ことばを「つなぐ」
☆「くくる」について考えよう
・意味を考えよう
①ひもでくくる
②たかをくくる
③腹をくくる
《「むすぶ」「つなぐ」「くくる」の模擬授業に配布されたワークシート》（実際は縦書き）
－２１－
学習者の発見を促すことばの学習指導　－－類義語を取り扱った授業を中心に－－
しまった。また，「くくる」についても，「ひもでくくる」
のような例文とともに，「たかをくくる」「腹をくくる」
のような慣用表現を出して「くくる」の基本的な意味を
導き出そうとしたが，果たせなかった。「ことばを（むす
ぶ／つなぐ）」「たかをくくる」「腹をくくる」のような抽
象的・慣用的な表現を用いて意味分析することが難し
かったのであろう。まずは具体物を対象とした例文（デー
タ）から分析し，基本的な意味を導き出し，それから抽
象的・慣用的な表現の意味へと考えを広げていくべきで
あった。
　各語の基本的な意味をまとめる段階で，担当者からの
説明に終わったことが残念ではあったが，絵を描かせる
という工夫は，わかりやすいという印象を与えたようで，
後の担当者も絵を描かせるという活動を積極的に取り入
れている。「さえぎる」「さまたげる」「おさえる」を考え
た模擬授業では，ストローを細かく裁断したもので水の
流れを作り，それを学習者にさえぎらせたり，さまたげ
させたりするという活動を行った。「つるつる」「すべす
べ」の回では，毛布やズボンなどを持参し，学習者に触
れさせる活動を行った。また，具体的な例文をできるだ
け多く出して分析する必要性を感じたのであろう，後に
行われた模擬授業では，分析する語を用いた例文を作る
という活動を取り入れるものが多く見られた。ただ，担
当者が予想しないような例文が出されたことによって，
授業がストップしてしまうこともあった。
　自分の行った模擬授業で工夫した点と反省すべき点に
ついて，受講生は次のように述べている。
　○〔工夫した点〕１回目の授業では，できるだけ具体
物（ビーズ，毛布，ズボン，コップなど）を持参し，
イメージがつかみやすいようにした。２回目の授業
では，学習者にできるだけ例文を出してもらい，そ
こから考えることにした。
　　〔反省点〕一つ目は，上記のように具体物を持参した
ものの，それら以外の「つるつる」「すべすべ」につ
いて考える余地がなかったことだ。その結果，学習
者も自分も納得してその言葉の使い方を学ぶことが
できなかった。二つ目は，学習者から出してもらっ
た意見を，黒板にうまくまとめることができなかっ
たということだ。しかし，これに関しては，授業を
する中で学習者と一緒にまとめていけばよいのでは
ないかと考えた。今回の模擬授業では，２回とも十
分に自分自身の意見がまとめられない中で授業をし
てしまった。自分の意見をはっきり持った上で，学
習者の意見を聞けば，間違いを指摘することができ，
自分も学習者も納得するようなまとめができるので
はないかと思う。（K・H）
　○〔工夫した点〕２回目に行った「みだりに」「むやみ
に」「やたらに」の授業では，１回目の反省を活かし，
実際の看板を撮影して資料とし，身近な例文をでき
るだけ多く提示するように工夫した。
　　〔反省点〕まだ完全に理解せず授業を行ったので，想
定外の意見が出たときの説明の仕方や，自分の考え
を伝える力が足りないと思った。もっと例文を考え
たり，その語について調べたほうがスムーズに自分
のやりたいような授業ができたと思う。また，完全
に理解できていたら，多くの意見が出たときに，「そ
れ違う」などと言えて，授業が変な方向に逸れるこ
とはないと思った。留学生に対する支援があまりで
きていなかったことも反省点だ。留学生用のワーク
シートを作ったり，授業の合間での声かけを行った
りすべきであった。（F・A）
　学習者から発せられる想定外の意見や，例文に対して，
自分の研究不足から適切に対応し，説明できなかったこ
とを反省点としてあげている。
　学習者からの意見の取り扱い方について述べたものに
は，次のような感想があった。
　○〔工夫した点〕受講生から出た意見はなるべく否定
しないように意識した。よく意見が出，いろいろな
考えが出るクラスなので，一つ一つの意見を大事に
したいと思った。明らかに違う場合は正し，考えの
手立ては提示するが，受講生から活発に意見が出て，
よく考えることができたと感じる。まとめの際には，
イメージしやすく，違いが明確になるようにと，表
にまとめた。意味が分かりにくかったり，出た意見
に対して，あまりピンと来ていない際には，例文を
提示して分かりやすくなるよう心がけた。
　　〔反省点〕授業終了時に，まとめのプリントとして完
成形のワークシートを配布したが，その内容をもっ
と深められたらよかった。「光るもの」「輝くもの」
を挙げる場面では，自分が思っていたよりも意見が
出て，ワークシートにもっと書いておくべきだった
と感じた。意見を発表してもらうときに，たくさん
意見が出るので，受講生に任せすぎてしまったよう
に感じた。もっと授業者も発言できたらよかった。
出た意見を認めるだけではなくて，それを活かして
発問したり，意見を深められるような発問をしたり
するなどができたらよかった。（U・Y）
　学習者主体の授業というと，学習者任せの，行き当た
りばったりの授業になってしまいがちである。そのよう
な授業では，授業者は何の役割も果たしておらず，何も
教育していない。何を学ばせるのかを明確に持ち，学習
者から出される意見を整理し，重要な意見を見分けて，
さらに考えを深められるような適切な問いかけを行うな
ど，授業者の果たすべき役割に触れた感想である。
 
－２２－
原　　　卓　志
５．事後アンケートに見る受講生の感想
　１５回にわたる個別演習（模擬授業）を終えて，「国語
学特論Ⅰ」を受講しての感想を求めた。受講生からは次
のようなコメントが寄せられた。
　○模擬授業を行って：教授の話を聞く講義は多いが，
この講義では人を前にして話す機会があり，実習や
現場に出て授業をする練習になった。どのようなヒ
ントを出し，支援をすれば分かりやすいかというこ
とを考えることができた。また，教壇に立って，ど
のような言葉を使えば伝えたいことが伝えられるか
を考えた。自分の声をよく聞きながら話すように気
をつけることができた。
　　模擬授業を受けて：他の学生の模擬授業に参加し，
たくさんのアイデアや，授業の工夫を見ることがで
きた。参考にしたいものを見つけたり，「自分だった
らこうするだろう」といったことを考えたりするこ
とはおもしろかった。模擬授業の内容に関して，言
語直感というのは不思議なもので，同じ感覚のもの
もあれば，そうでないものもあった。地域性や生活
環境の違い，時代などによって言語感覚は変わるの
かもしれない。私達は，日々類義語をそれとなく使
い分けているが，類義語の使い分けを言葉で説明す
ることは大変重要であると感じた。（M・M）
　○教材研究の重要性を感じた。教材研究をすることで，
自分の理解も深まる。また，枠にとらわれず，自由
な授業を展開することができたのがおもしろかった
し，人それぞれ授業の進め方も異なっているのもお
もしろかった。それは，その人の性格であったり，
テーマとなる言葉によって，授業の進め方も変わっ
てくるのだと感じた。このことは，どのような授業
を行うにしても同じであり，それぞれの分野にあっ
た，分かりやすい授業の進め方や資料の作り方があ
るのだと思う。そのことを学べたので，今後も活か
していきたいと思う。
　　また，どのような意見が出てくるか分からない中で
授業を行う経験は，実習でも今後の教育現場でも役
立つことであると思った。そのような相手にどう対
応していくのか。どのような展開になるかわからな
いからこそ，教員側はどのような準備が必要なのか
を知ることができた。（F・A）
　○受講生がとても活発で，よく意見が出るので，多く
の意見が出たときに，それを整理してまとめるには
どのようにしたらよいかということや，出た意見を
深めるにはどうしたらよいかについて考えることが
できた。意見が出て，またそれに対して意見が出て
と，話し合いや考えが深まっていったので，自由な
話し合いの場の重要性を感じた。これから教育実習
や将来教育現場で話し合いを大事にしたいと感じた
し，この授業での経験を活かして，よい話し合いが
できるのではないかと思った。
　　授業や類義語について調べるという活動を通して，
いろいろな視点から考えることや，様々な情報から
選択することの大切さを学んだ。事前指導や授業の
ときに，その考え方は思いつかなかったと感じるこ
とがあったし，「そういう考え方もあるのか」とおも
しろさを感じたりした。いろいろな視点で考えるこ
とを身につけたので，これから授業を計画する際に
は，児童・生徒の考えや意見がより多く出るような
授業を考えたり，自分の考えを深めたりできるよう
になると感じる。（U・Y）
むすび
　いずれの受講生も，担当する類義語の意味分析に苦労
し，模擬授業の進め方に戸惑いつつも，取り上げられる
類義語の使い分けや，意味記述に興味を持ち，積極的に
意見を出し合って，使い分けの理由を追求する姿が見ら
れた。従来の演習発表形式の授業では，発表後の質疑応
答を充実させるために，しっかりと発表を聞くことが重
要であると，何度となく注意喚起してきた。それでも教
室全体を巻き込んで議論が沸騰することなど，ついぞ見
られなかった光景であった。しかし，この度の模擬授業
では，担当者をよそに，受講生同士で議論し始めるとい
う場面が何度となく現れたのである。中には，議論すべ
き論点がズレてしまったこともあったが，このような活
発な議論を呼び起こし得たことは，学習者に発見を促す，
学習者中心の学習指導を目指した本授業の成果の一つと
して特記できるであろう。今後は，議論が沸騰した場合
に，それらの意見を整理し，論点のズレを修正し，解決
に向けて方向付けることができるような力を身につけさ
せることが求められよう。
　また，模擬授業担当者と行った事前指導は，類義語の
意味分析に対する助言や，授業構想，ワークシートの作
り方，板書計画，発問計画に対するアドバイスによって，
担当者の言葉に対する思考力を鍛え，模擬授業の質を保
つことに機能したと考えられる。またそれだけでなく，
意味分析に関する会話を中心としながらも，時として学
生生活などについても話題が及び，学生との緊密な人間
関係を構築する上で有効に活用することができた。この
ような副産物を得たことも，大きな収穫であった。
　「国語学特論Ⅰ」の後，３年次前期の「文学・語学総合
演習Ⅰ」では，小・中学校で使用される国語科教科書か
ら，国語の特質に関するコラム教材を取り上げて，受講
生による模擬授業を中心に授業を進める予定である。本
授業で学んだ「学習者中心の学習指導」「学習者に発見を
促す学習指導」が，受講生による模擬授業にどのように
現れるかを期待したい。
